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要約

高い麹品髄植を持った精密切断はさみを製造し続けていくには，理容・美容;こおけるカット技法や，軍療における

待式の新しいスタイルに適応したはさみ形状を提案していく必要がある.そのためには，輔密切新はさみの持つ形状

がはさみの切断能力に及ぼす影響について正確に担挫し，解析によってはさみの形状告と決窓する方法iこついて研究

する必要がある.そこで本研究では，必要な切断能力iこ合わせた試さみ形状を設計するために，特におがみ形状に

闘し，おがみ形状とはさみを切断無しに開閉する諜の荷重である空切り荷重や，はさみで切餅するときの荷麓であ

る環器荷重，場断時iこ刃と刃の関iこ諜切断物を挟み込んでしまい場新できない状態である挟み込み状態の発生など

との関保を明らかはするとともに，これらの欝援を用いて，切断対象lこ~じて挟み込みを抑徽jしつつ切断念行うための

満場なおがみ務状を，解軒的に求める方法を確立することを目的としている.

思的達成のために実撞した内容は次の4点である.

1.拐めに，精密切断はさみを対象に空切り荷震の推定方法を提案し，推定方法の検証とはさみの需問時の挙動解

析を行い，以下のことが明らかとなった.

(1)精密切断はさみの控切り荷援を接支宣する場合，従来の“刃と触点の摩擦"・“動刃の喜重"に加え，新たに“ネジ

部の農摩擦"を考塵する必要がある.

(2)刃・触点・ネジ部で発生する摩操力金生み出すま量産荷重は，“芳の変形によるたわみ"および“ワッシャの変形に

よるたわみ勺こより発生し，これらの君主遊詩重は刃のおがみ最から推定できる.

(3)鐙楽した空切り持重の撒定方法を用いることでJ‘刃のおがみ盤"から鞠密湧接持はさみの空切り荷重が雄定でき

る.また，設定された空切り荷議や垂直帯重から，それらの荷麓を生み出すおがみ最が推定できる.

2.次に，精密切断iまさみにより円形断慌を持つ糸状の切断対象を切断する際の切離帯重の権定方法を提案し，襲

業した推定方法の検証を行った結集，以下のことが明らかとなった.

{りはさみにより舟形醗箇を持つ糸状の現新対象を切断する欝の切断荷重は，刃を切断対象立押し込む欝に，押

し込まれた芳が材料を圧縮変形させるカiこ謹関するもので，最大穫は，切断対象の近穫で刃と刃が交獲して，

鎧部分で引張切断が発生する護霊前の状態において発生するイ穫である.

(2)務新荷重は，刃が切断対象をE在籍変形させる践のひずみ量と場新対象のヤング率から，解析的に推定できる.

3.また，精務切断はさみiこおける窃較対象とはさみの挙動から，挟み込みの発生プロセスを明らかにし，難産祷讃fi'

の解析f震と，挟み込み発生の罷録を調査した結果，以下のことが明らかとなった.

(1)義直荷議fi'・押し込み荷重点とはさみの挙動の関孫i丸以下のように表すことができる.ただし，aは切断対象の

変形iこ関する補豆鑑， "1は刃角度である.

(a) fiが小さく，切断対象のイ噴き炉支p口 "1/2を綾持し，jj'cos(戸)~ afisin(s)が成立する場合，対象を部新できる，

(b) fiが大きく，切断対象の鎮きは:s>ァ/之となるが，jj'cos (s) ~afisin伊)が成立する場合，刃と刃の聞に擦問を生じ

良女子ではないが，対象を切断できる.

(c) fiが大きく，切断対象の緩きが戸>"1/2となり，jj 'cos (s) < afisin(s)が成立する縫合，侠み込みが発生し対象が

切断できない.

(2) 条{tfjj宮 afitan(yl訟を満たすはおみを設計することで，挟み込みを抑制する精密切断はさみとなる.

4.最後i乙ここまでの結果できちる，おがみ形状と護主義霊碑薫・都新荷議・挟み込みに欝する解析方法を，はさみの設計

にJo掃する方法を蝿案し，実醸に設計したはさみを試作して切断実験を行い，その有効建を調べた結果，以下のこと

が明らかとなった.



(1)挟み込みと選量産荷震の燦係から，軍司鮫対象lと対u尭み3みを発生させずに切断するために必襲警な釜広務室患を求

め，き垂Eま3管室童とおがみ蚤の関係H語いることで，切衝に必喜警なおがみ形状を求めることができる.ただし， E毘夜の

加工法<::1土複数の半径を組み合わせたおがみ形絞殺加工するのは恩葉重であることから，笑際l主事3韓れと必皇室tt3自

然縦でのおがみ鐙を祭事事iこより求め，ぞとからCAD等を燦いて半径一主主となるおがみ重量を求める方法主主務災的

可~~うる.

(2) (りによ号求めた賞受針鐙を満処するはさみは，自襟とする切断対象を若君事号で者o.

品u二のことから本研究では，おがみ彩:次と，空苦言哲後釜』との関係について，おがみ翼手状を元Iこ3思やワッシャの変形

から宝島直3苛塗#，i:量十算によ守主食め，垂政著者獲よ号求める障壁捺ゴ3の釣り合いから君主切り荷主義を毒事務的に求める方法金提案

した=また，円形絞言霊安持つ糸状の切断対象念総額する隣接，ヌヨ主主主耳義母対象に及援すた影響を量産畿により撤置をし，挙終え主

モデル化会還して切護持事号室令解析的に求める方法安発案した.さらに，窃露骨が葉躍しく努続対象を刃と}.JQう澗に挟み込

んでしまう挟み込み現象の殺さ主条件を明らかにした.これらの成果を元に，切断の真意しいO1Jとして天然ゴムの緩み込

み蓄と潟市j可能なはさみの百貨針をffい釜本研究での発事析方法を笑擦にはさみ設計iこ応用する方法を示すとともに，試

作したはさみの切断言平緩から，援護遣する設計方法が乏しいことを示した




